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『代数トポロジーの基礎』(近代科学社Digital刊, 2021年 version1.0&1.1) 正誤表

version ページ, 行など 誤 正

1.0 - 1.1 p.27, 問題 1.2.4
m∪
i=0

Ai

m∪
i=1

Ai

1.0 p.35, (対称律) y ∼ y y ∼ x

1.0 - 1.1 p.37, 下から 1 行目 V ∪ {(x, 1) ∈ X | 14 < x < 3
4 } V ∪ {(1, y) ∈ X | 14 < y < 3

4 }

1.0 p.39, 7 行目 f = f̄ ◦ p は
p : X −→ X/ ∼1 = Y

を自然な射影とすると，
f = f̄ ◦ p は

1.0 p.39, 下から 7 行目 存在する。が成り立つ。 存在する。
1.0 p.43, 4 行目 コンパクト性の定義 コンパクトの定義
1.0 p.55, 補題 1.6.15(1) f(1− t) α(1− t)

1.0 p.61, 補題 1.7.1 1⃝ M が M は
1.0 p.61, 下から 2 行目 x における M の x の M における

1.0 - 1.1 p.77, 17 行目 [α ∗ γ1 ∗ f ] [α ∗ γ1 ∗ α]

1.0 - 1.1 p.118, 下から 12 行目 複雑な群表示を持つ場合
に操作であり

複雑な群表示を持つ場合
に有効な操作であり

1.0 p.119, 下から 11 行目 G を含むすべての S を含むすべての
1.0 - 1.1 p.141, 定義 3.1.7 (k + 1) 個の点 (k + 1) 個の異なる点

1.0 p.142, 15 行目 V (σ)−
(
V (τ) ∪ V (τ ′)

)
V (σ)−

(
V (τ) ∩ V (τ ′)

)
1.0 p.142, 16 行目 Z-係数一次結合 一次結合
1.0 p.148, 3 行目 x = (1− s)a+ sψ(x) x = (1− s)a+ sψ

(
φ(x)

)
1.0 p.148, 命題 3.2.6(ii)

x2 の σ2 における重心座
標は一致する。

x2 の σ2 における
重心座標は一致し、
q
(
K(σ1)

(0)
)
= q

(
K(σ2)

(0)
)
.

1.0 p.173, 下から 5 行目 C0(K) C1(K)

1.0 p.177, 15 行目 ε(⟨σ⟩) = 0 ε(∂1⟨σ⟩) = 0

1.0 p.179, 6 行目 ⟨a, a0, . . . , ak⟩ ⟨a, a0, . . . , âi, . . . , ak⟩
1.0 p.183, 3 行目 Kk(L) Hk(L)

1.0 p.184, 13 行目 ⟨a0⟩ − ⟨a1⟩ ∈ B1(L) ⟨a0⟩ − ⟨a1⟩ ∈ B0(L)

1.0 p.184, 13 行目 B1(K) = B1(L) B0(K) = B0(L)

1.0 p.185, 6 ∼ 7 行目 1次元単体複体....ことが
わかる。 (ダブルので削除)

1.0 p.189, 下から 2 行目 L
初等カラップス−−−−−−−−−→ L =

1.0 p.209, 定理 3.10.8 {(C ′′
k , ∂

′′
k )}n∈Z {(C ′′

k , ∂
′′
k )}k∈Z

1.0 - 1.1 p.215, 定理 3.11.3見出し Virtoris Vietoris

1.0 - 1.1 p.236, 15 行目 δ(σ1) + δ(σ2) diam(σ1) + diam(σ2)



version ページ, 行など 誤 正
1.0 - 1.1 p.241, 下から 11 行目 U((x; l+1

N ), ρ) U((x, l+1
N ); ρ)

1.0 - 1.1 p.241, 下から 10 行目 (x, l
N ), ρ) (x, l

N )

1.0 - 1.1 p.248, 下から 11 行目 全順序 順序
1.0 - 1.1 p.250, 下から 6 行目 ∂k+1 ◦Dk) (∂k+1 ◦Dk)

1.0 - 1.1 p.263, 下から 2 行目 f◦f−1 = id, f−1◦f = id f◦f−1 = id, f−1◦f = id

version1.0, p.149の ∵ の中の 4 行目の「重心座標は一致する。」と「(ii)より，」の間に以下
の説明を追加：

τi ∈ L′をK(τi)
(0) = φ

(
K(σi)

(0)
)
(i = 1, 2)を満たすものとすると，φσi

の定義より φσi
(xi) ∈

Intτi となる。したがって，Intτ1 ∩ Intτ2 ̸= ∅ であり、補題 3.2.3(2)により τ1 = τ2 である。こ
れは q

(
K(σ1)

(0)
)
= q

(
K(σ2)

(0)
)
であることを意味する。
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